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1．概  要 

  国民健康保険事業は、市民の約4割近くの被保険者を擁し、市民の健康の保持増進に大

きく寄与している。国保制度については、医療費の増大・社会経済情勢の変化等に対応す

るため、国において所用の見直しがされてきたところだが、本制度のより一層の安定運営

を確保することが課題となっている。 

 このような状況の下、市民の医療の充実と向上を図るため、平成１８年度においては、

国保制度の運営にとって極めて重要な保険税率の変更に伴う収納対策並びに医療費適正化

を特に重点事項とし、健全かつ適正な事業運営を行い、一層の経営努力が図られるよう次

の項目を重点項目としている。 

（１）事業運営の健全化 

  合併に伴い１７年度は不均一課税となっていたが、国民健康保険運営協議会において、

課題・問題点を十分に審議いただき、国保事業の適性かつ安定的な運営を図るため、1８

年度から税率の統一と課税方式を３方式として新たにスタートする。 

（２）適用適正化の推進 

  事業運営の基本である適用の適正化については、被保険者の医療の確保及び事業運営

に極めて重要であることから、退職被保険者等の的確な把握、早期適用を積極的に推進

する。 

（３）保険税収入の確保 

  被保険者間の負担の公平を確保するため極めて重要であり、また算定の基礎となる所

得については、的確な把握に努め、申告のない世帯及び保険税の軽減対象世帯等につい

ては、関係機関と連携を図る。 

（４）医療費の適正化 

  診療報酬明細書の内容点検の充実、医療費動向の的確な把握、疾病構造の分析を行い、

適正受診に向けての被保険者の啓発など、必要な施策の推進に努める。 

（５）保健事業の推進 

  国保事業の円滑な運営を図るため、国保制度の趣旨、目的及び事業実態等について広

報紙、媒体を通じて反復して周知を図る。 

（６）その他 

  国保事業が適正かつ効率的に運営できるために、事務処理体制及び事務処理方法に加

え、必要に応じてその改善に努める。 

 

1 総務費 

1 総務管理費    1 一般管理費 

[担当：国保年金課] P.63 

7001 国保事務に要する経費 66,268,000円（24,900,000円） 
[その他 66,268,000円] 

＊特財積算根拠 

 [繰入金：職員給与費等繰入金 66,268,000円] 

①国保制度全般に関する啓発 
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  ・啓発ちらし等の国保加入世帯への配布 

・市広報誌、ホームページによる国保制度啓発記事の掲載 

・口座による支払いのＰＲ加入世帯へ配布 

・退職国保該当者の通知 

②国保財政の健全化 

 ・収納率向上特別対策事業の実施 

 ・レセプト点検の充実、強化による医療費の適正化 

③保健事業の充実 

 ・人間ドック、脳ドック、肺ドック助成の充実 

  ・医療費通知の充実年６回(1年分の受診記録を加入全世帯に通知) 

  ・小中学生国保健康絵画コンク－ルの実施 

  ・無受診健康優良世帯の表彰の実施（１年無受診、２年以上無受診） 

  ・健康福祉まつりの実施 

・関係課との連携により多受診等被保険者の個別訪問の実施 

 

2.歳入・歳出の状況 

  歳入歳出予算額は、9,297,430千円で、前年に比較して5.93%の増である。 

○ 内容 

歳入予算                                                   （単位：千円） 

区  分 平成18年度 平成17年度 前年度比(%) 

国民健康保険税 4,097,365 3,778,344  108.44 

国 庫 支 出 金 2,396,883 2,704,339 88.63 

療養給付費交付金 1,749,521 1,540,062  113.60 

県 支 出 金 328,617 41,483 792.17 

共同事業交付金 132,512 132,512 100.00 

財 産 収 入 3 34 8.82 

繰 入 金 576,415 563,507  102.29 

繰 越 金 2 2 100.00 

諸 収 入 16,112 16,717 96.38 

歳 入 合 計 9,297,430 8,777,000 105.93 

 

歳出予算                                                   （単位：千円） 

区  分 平成18年度 平成17年度 前年度比(%) 

総 務 費 278,705 260,127     107.14 

保 険 給 付 費 6,094,224 5,779,102 105.45 

老人保健拠出金 1,949,484 1,846,606  105.57 

介 護 納 付 金 712,200 673,671 105.71 

共同事業拠出金 201,321 155,359 129.58 

保 健 事 業 費 35,683 40,522     88.05 
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基 金 積 立 金 1 1     100.00 

公 債 費 309 309 100.00 

諸 支 出 金 15,503 11,303 137.15 

予 備 費 10,000 10,000 100.00 

歳 出 合 計 9,297,430 8,777,000  105.93 

 

  (１)国保加入者の状況     

                        （年間平均）（老人数は再掲） 

伸び率（％） 年度 

区分 
平成15年度 平成16年度 平成17年度 

16/15 17/16 

国 保 加 入 世 帯 数 15,110世帯 21,325世帯 21,843世帯 38.93  2.40 

一 般 被 保 険 者 数 24,459   人 34,085   人 33,747   人 82.95 Δ0.99 

退 職 被 保 険 者 数  5,109   人  7,910   人  8,837   人 50.78 11.71 

老人保健対象者数  6,142   人  8,431   人  8,150   人 39.60 Δ3.33 

合 計 被 保 険 者 数 29,568   人 41,995   人 42,584   人 40.38  1.40 

 

 (２)保険給付費の状況                                 

                                                                  （単位：千円） 

年 度 療養給付費 高額療養費 老人保健拠出金 出産・葬祭費 総  計 

H16年度 3,583,905   406,364    1,575,537    62,950 5,628,756 

H17年度 5,184,810   507,892    1,846,606    85,550 7,624,858 

H18年度 5,498,724   525,600    1,949,484    69,000 8,042,808 

 

（３）１人当たりの医療費             

（単位：円） 

年 度 一般＋退職 老 人 全 体 

H15年度 163,091 694,773 296,604 

H16年度 170,430 675,151 295,273 

H17年度 165,655 672,439 287,242 

平成17年度は見込です。 

 

2 徴税費    1 徴税総務費 

[担当：国保年金課 → H18納税課] P.66 

7601 国保税徴収に要する経費 71,798,000円（44,968,000円） 
[一財 71,772,000円] 

＊特財積算根拠 

[繰入金：職員給与等繰入金 71,772,000円] 

[諸収入：雇用保険料本人負担 26,000円] 
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○ 目的 

  国民健康保険税収納率向上のため、職員及び嘱託徴収員による徴収を行なっていく。ま

た、本年度より嘱託員の報酬等の見直しを行い、時間割のほか臨戸訪問や口座引落申込件

数に応じた報酬制度を加え、自主納付の向上を目指す｡ 

 

○ 内容 

 (１)賦課状況                    （平成１７年度） 

区  分 所得割 資産割 平等割 均等割 不均一課税 

税率（医療分） 7.5％ 13.0％ 18,500円 17,000円 

税率（介護分） 0.8％    9,000円 

取 手 市 

（４方式） 

税率（医療分） 8.4％  25,000円 20,000円 

税率（介護分） 0.8％   3,500円 6,000円 

旧藤代町 

（３方式） 

 

（平成１８年度） 

区  分 所得割 平等割 均等割 課  税 

税率（医療分） 8.0％ 20,000円 20,000円 

税率（介護分） 1.0％  3,000円  6,000円 
（３方式） 

 

 

 (２)国保税の収納状況（現年度）         （単位：千円） 

年 度 調  定  額 収  納  額 収 納 率（％） 

平成15年度 2,409,578 2,148,196 89.15 

平成16年度 2,519,519 2,179,038 86.49 

平成17年度 3,380,155 3,008,340 89.00 

平成17年度は見込額 

○ 内容 

年 度 徴 収 額 嘱託徴収員数 1人当り徴収額 

平成15年度 131,413,913円 5名 26,282,782円 

平成16年度 190,715,643円 7名 27,245,091円 

平成17年度 145,871,569円 6名 24,311,928円 

平成17年度は見込額 

6 保健事業費 

1 保健事業費    1 保健衛生普及費 

[担当：国保年金課] P.76 

7601  健康優良家庭表彰に要する経費 4,858,000円（4,551,000円） 

[その他 4,858,000円] 

＊特財積算根拠 

[繰入金：その他一般会計繰入金 4,858,000円] 
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○ 目的 

  健康に対する住民意識の向上及び国保医療費に関する啓発を推進する。 

○ 内容 

  無受診の健康優良世帯に対し表彰を行い、取手市商工会及び取手市藤代商工会と提携し

商工会加盟店で利用できる商品券を交付する。 

   1年間のみ無受診世帯            3,000円 × 700世帯 

   2年間以上無受診世帯       5,000円 × 380世帯 

                                

1 保健事業費    2 疾病予防費 

[担当：国保年金課] P.76 

7501  疾病の予防に要する経費 29,925,000円（25,389,000円） 

[一財 29,925,000円] 

○ 目的 

・国保加入者に対し、人間ドック・脳ドック及び肺ドックの受診に助成を行うことにより

疾病の重症化を予防するとともに、自己の健康に対する啓発と医療費の節減につなげる。 

・健康福祉まつりを開催し、小中学生健康絵画コンクール優秀作品の表彰や健康づくり講

演会等を実施し、日常生活での健康に対する認識を深める。 

○ 内容 

  (１)日帰り人間ドック(助成対象  40歳以上・国保税の完納者) 

    １人当り助成額   24,500円 (自己負担額  12,250円) 

(２)日帰り脳ドック(助成対象  40歳以上・国保税の完納者) 

    １人当り助成額   35,000円 (自己負担額  17,500円) 

  (３)日帰り肺ドック(助成対象  40歳以上・国保税の完納者) 

    １人当り助成額   24,500円 (自己負担額  12,250円)       （単位：人） 

医 療 機 関 名 
人間 ドック 

受 診 者 数 

脳 ド ッ ク 

受 診 者 数 

肺 ド ッ ク 

受 診 者 数 

取 手 協 同 病 院 491 85  

取 手 市 医 師 会 病 院 283 25 2 

守 谷 慶 友 病 院  14 5  

牛 久 愛 和 病 院  30 4  

筑 波 記 念 病 院  4 6  

筑波メディカルセンタ－  20 0  

霞ヶ浦成人病検診センタ－  3 0  

東 取 手 病 院 13   

藤 代 病 院 5 6  

藤 代 中 央 ク リ ニ ッ ク 1   

鳥 越 ク リ ニ ッ ク 0 0  

計 677 106 2 

（参考）平成17年1月から17年12月までの受診者数 


